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　シードチームが順当に勝ち上がり、選抜（新人戦）大会に続く、同カードとなった。
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仁 田 ジ ュ ニ ア

2年連続通算１７回目

　　優　勝　　仁田ジュニア

　　準優勝　　厳原少年クラブ

　　第三位　　北部小ジュニア

日時平成 25年 4月 28日

会 場 仁 田 グ ラ ン ド
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第２７回全日本小学生選手権ソフトボール大会

厳原少年クラブ
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　仁田ジュニアの春田飛龍君は、２回戦から決勝戦まで３試合すべて完封で投げ抜いた。

　優勝の仁田ジュニアは来る６月８・９日諫早市で開催される全日本小学生選手権長崎県大会・
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　糸瀬・丸島君のタイムリーヒットで加点し、ゲームを有利にした。

　一方の厳原少年は春田飛龍君の力投で打線は沈黙、、七回まで得点が入らず完封された。

　準優勝の厳原少年も同日、佐世保市で開催される西日本小学生長崎県大会へ対馬市代表チーム

　として出場する。

主催　　対馬市ソフトボール協会

後援　　NPO法人　与良郷
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　先攻の仁田ジュニアは先頭打者、春田飛龍君がライトオーバーのホームランで先取点をあげ、３・６回にも

0 0


